
:ま え が き

秋田県の砂丘地帯における露地メロンの栽培面積は,昭

和53年には314h8に達 し,しかも産ItLで は露地メロンに代

わる収益性のある作物が見当たらないことから,連作の傾

向が強まってきている。一方,産地での露地メロンは作付

の当初ほどおう盛な生育がみられず,果実の着果・肥大・

品質が劣るなどの現象がみられ,生産力の低下が年ことに

問題となってきている。現地における生産力の低下の様相

は圃場間で相違があることから,その要因として土壌面に

よるところが大きく関与しているように考えられ,前報 (本

誌第16号 )では土壌物理性の改善,微量要素の投与につい

て述べたが,本報では,土壌微生物相の改善について昭和

52～ 54年の 3か年にわたり検討した結果を報告する。

2試 験 方 法

1)供試作物 :プ リンスメロン

2)供試圃場 :当場の砂丘地造成薗場 (昭和50年 に造成 )

3)試 験 区 :表 1に示す。

4)耕種概要 :表 2に示す。

表 1 試験 区

も有機物無施用にくらべてたい肥,オーレス0(レ ンヨー)

施用のいずれもが優り,更に両者の併用によってより優れ

た。糖度は年次変化があるが, とくに昭和54年にはオーレ

ス0施用区で高かった。収穫終了時のつるのN濃度につい

ては区間の差異はあきらかでなかった。病害株 (主 につる

枯れ病 )の発生は,た い肥とオーレス0と の併用区ではま

ったくみられな力,っ た。

表3 生育・品質
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表 2 耕種概要

3試 験 結 果

・品質は表 3に示すように,最大つる長は各年次と

*表 1参照

収量は図 1に示すように,た い肥・ オーレス0と の併用

区では施用開始年から高収量を示 し, オー レス0単用区で

も2年 目から増加がみられた。収穫個数 も収量経過 とはば

同様な傾向がみられた (図 2)。

昭和52～ 54年の 3か年の平均収量は表 4に示す。オーレ
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スG単用はたい肥単用に比べて,収穫個数ではやや優った

が,1果重では有機物無施用と同程度で低かった。たい肥
オーレス0との併用では,収穫個数 ,収量ともそれぞれ

の単用に比べて優 り, 1果 重も高かった。

生育障害あるいは生産力低下の要因の一つとして,土壌

微生物の影響の有無を簡易に判定するための暗所栽培の結

果を図 3に示す。有機物無施用では,暗所栽培開始後 8日

目で枯死開始し,12日 目で 100%枯死に至ったが,堆肥・オ
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表 5 収穫跡地土壌

4 ま  と  め

砂丘地のプリンスメロンの連作畑では,た い肥と土壌微

生物治性剤 (オ ーレスG― レンヨー)と を併用して 土壊施

用することにより,生育.収量の低 ドが防止された。併用

したi壌では,暗所栽培法でのメロンの発芽後の生存日数

*表 1参照

図 3 暗所栽培による各処理区における
メロンの枯死率の推移

―レス0併用では枯死開始が 16日 目,100%枯死は22日 目

であり,暗所栽培法での生存日数が長 く,土壌微生物相の

影響が少ないものとみられた。

収穫跡地の上壌の理化学性および土壌微生物性は表 5に

示すように,pH,ECについては年次変化 ,区問差はほと
んどなかった。 聰0はたい肥施用を除き低かった。C8Q
M80も 年次変化,区間差は大きくなかった。細菌相と糸状

菌相についてみると, オーレス0単用では細菌,糸状菌が

ともに多かったが,た い肥・ オーレス0併用では細菌数が

多 く,3/F値 が高く,細菌相の優勢が認められた。
以上に述べたように, オーレスGは,上壌の理化学性に
は影響がみられなかった0ち たい肥と併用することによっ

て微生物への好影響が認められた。

も長く,かつ土壌の B/F値が高く,細菌相の優勢が認めら
れ ,障害要因の一つとみられる土壌微生物性の悪化が少な

いとみられた。

以上の結果,連作畑に対し,有機物施用効果をより高め

るためには,有用な土襲微生物の活性を高める資材と有機
物との併用がより有効と思われた。

略所技培開始後の日教
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